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富山県高齢福祉課資料(平成 24 年 10 月 1 日現在)に記載されていた富山県内の老人福祉施設、特
別養護老人ホーム 67 施設、軽費老人ホーム(A 型)2 施設、軽費老人ホーム(ケアハウス)22 施設、介










設分類毎の回答率は表 1 のとおり。 






A B C D E F 
施設数 67 2 22 47 10 4 152 
回答数 36 0 8 18 4 1 67 
回答率(%) 53.7 0 36.4 39.1 36.4 25 44.1 
富山短期大学紀要第 51 巻（2016.3） 
 










老人ホーム、B 軽費老人ホーム(A 型)、C 軽費老人ホーム(ケアハウス)、D 介護老人保健福祉施設、
E 地域密着型特別養護老人ホーム、F 養護老人ホームで区分した。 
 
3 施設毎の業務形態 
回答があった 67 施設のうち、給食業務を直営している特別養護老人ホームが 14 施設、委託は D
介護老人保健福祉施設が 11 施設と多かった。(表 3) 




A(n=36) B(n=0) C(n=8) D(n=18) E(n=4) F(n=1) 
直営 14 － 3 1 3 0 21 
委託 11 － 1 11 0 1 24 





4 施設毎の食数(職員数とディを含む)  
施設毎の食数の平均を示した。（表 4） 


































A(n=36) B(n=0) C(n=8) D(n=18) E(n=4) F(n=1) 
同意する 16(44.1) － 4(50.0) 4(22.2) 3(75.0) 1(100.0) 28(41.8) 
同意しない 20(55.6) － 4(50.0) 14(77.8) 1(25.0) 0(0.0) 39(58.2) 
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6 1 日述べ食数と給食業務従事者数及び 1 人あたり担当食数 
直営及び委託職員の合計数で 1 日の延べ食数を除したところ、最大 57.4 食、最少 11.9 食であっ
た。（表 6） 



























































最大 57.4 ― 37.8 49.6 36.3  57.4 
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中央配膳 18 － 1 11 1 0 31（46.3） 
食堂配膳 12 － 7 6 1 1 27（40.3） 
ミニキッチン 6 － 0 0 2 0 8（11.9） 


































手作り 2 3 1 3 8 11 11 15 6 
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表 9 飲み物の提供時間：複数回答                     （53 施設） 
区分 7 時 10～11 時 14～15 時 10.15 時 10.15.20 時 10.15.17 時 





つきがあることが分かった。L4 の区分ではきざみ食でも多様な名称があることが分かった。（表 10） 
表 10 嚥下ピラミッド区分による施設での食種名称一覧 
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使用有無 36 － 1 18 4 1 60 
溶けやすさ 21 － 1 13 1 0 36 
固さの調節 20 － 0 10 1 0 31 
匂い 10 － 0 4 0 0 14 
味 25 － 0 8 3 0 36 
価格 24 － 0 12 2 1 39 
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(4) 禁止食品がある場合の対応 
① アレルギー、薬理作用、嗜好、口内炎等の個別対応の実施状況を食品別に表 12 に区分した。 
除去した後の対応はできるだけ栄養的配慮がなされていること、アレルギー表示義務のある食 
品だけでなく、嗜好等に対応されていることがわかった。 
② また、代替としている内容を表 13 にまとめた。限られた中で工夫しておられることがわかっ
た。 
表 12 食品別の個別対応の実施状況（複数回答） 




アレルギー 薬理作用 嗜好 口内炎等 
卵 34 0 20 1 
牛乳 22 3 40 1 
小麦 7 1 1 1 
そば 30 1 18 1 
落花生 6 1 3 2 
えび 17 1 7 1 





アレルギー 薬理作用 嗜好 口内炎等 
白身魚 9 1 18 1 
赤身魚 16 1 24 1 
鶏肉 16 1 47 1 
豚肉 13 2 46 1 
牛肉 14 1 43 2 
グレープフルーツ 6 46 3 2 
納豆 8 59 19 1 
ヨーグルト 8 3 33 1 
青魚 1 0 1 0 
さば 6 0 2 0 
あじ 1 0 0 0 
鮭 1 0 1 0 
刺身 0 0 1 0 
きのこ類 0 0 1 0 
しいたけ 1 0 0 0 
チーズ 1 0 1 0 
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表 13 禁止食品への対応：複数回答                                  （65 施設） 























回答のあった 67 施設中 56 施設で何らかの目的で使用していることが分かった。低栄養状態の改
善の為の栄養補助品の種類は、全部で 97 食品の名称があげられていた。10 施設以上で使用されて
いたのはエプリッチ（16 施設）>エンジョイゼリー（14 施設）>プロテインゼリー（13 施設）>ブ
リックゼリー（10 施設）＝V クレス（10 施設）であった。（表 14）。 
表 14 栄養補助食品の使用状況：複数回答：                 （54 施設） 
オリゴワン 2 ｼﾞｬﾈﾌファインケア 2 ファインケア 1 アイスクリーム 1 サンケンラクト 2 
E-3 1 粉飴 4 粉飴ムース 1 ｱﾙｼﾞﾈｰﾄﾞゼリー 1 クランベリーゼリー 1 
レナジーbit 1 ビタジクス 1 おいしい Pr ゼリー 1 乳カル酵素 1 アガロリーゼリー 4 
ﾀﾝﾊﾟｸゼリーセブン 1 笑顔ゼリー 2 ジューシオ 1 ジューシオミニ 1 栄養パウダー 1 
ディムス 1 おいしくｻﾎﾟｰﾄｾﾞﾘｰ 1 トウフィール 2 ブリックゼリー 10 カフィーニ 1 
ヴィタッチゼリー 1 キッセイプロッカ 1 ポチプラス 4 ﾌﾟﾛﾃｲﾝパウダー 7 プロテイン抹茶 1 
ﾌﾟﾛﾃｲﾝパウダーZn 1 プロテイン Zn 3 プロテインゼリー 13 プロッカ 2 プロッカ Zn ゼリー 1 
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プロッカゼリー 2 ﾌﾟﾛﾃｲﾝﾏｯｸｽｼﾞｭｰｽ 1 ペムパル 4 ペムノン 1 エンジョイポチ 7 
エンジョイゼリー 14 エンジョイムース 5 ｴﾝｼﾞｮｲｶｯﾌﾟゼリー 1 ｴﾝｼﾞｮｲプロテイン 2 ｴﾝｼﾞｮｲﾌﾟﾛﾃｲﾝ Fez 1 
V クレス 10 V クレス a 2 V クレスゼリー 9 エプリッチ 16 エプリッチゼリー 3 
ｴﾌﾟﾘｯﾁドリンク 8 ｴﾌﾟﾘｯﾁｾﾞﾘｰｸﾞﾙﾀﾐﾝ co 1 エプディッシュ 1 メイバランスミニ 9 メイバランスゼリー 1 
メイバランス 5 メイバランス 1.5 1 メイバランス Arg 4 ﾒｲﾊﾞﾗﾝｽ ArgMini 4 メイバランスムース 2 
ﾒｲﾊﾞﾗﾝｽｿﾌﾄ Jelly 1 メイプロテイン 2 メイプロテイン Zn 1 メディミルスープ 2 ｴﾈﾙｷﾞｰ補給ゼリー 1 
ﾌﾟﾁﾌﾟﾛｷｭｱプリン 2 プロキュア 5 プロキュア Z 2 プロキュアプリン 5 たんぱくん 1 
たんぱくんﾊﾟｳﾀﾞｰ 1 まめてつ 1 まめぴよ 1 アイオール 1 アイオールソース 2 
アイオールソフト 2 MCT パウダー 2 NT-AG アップ 1 サポートゼリー 1 テルミールミニ 1 
テルミールソフト 1 ﾃﾙﾐｰﾙソフトミニ 1 ﾃﾙﾐｰﾙｿﾌﾄ 300kcal 1 ﾃﾙﾐｰﾙ M200kcal 1 メディミルプリン 1 
メディミルムース 1 たんぱくムース 2 ハイネゼリー 1 ソフトタッチ 2 CZ-Hi200 2 
ｶﾛﾘｰﾒｲﾄ Jelly 1 ｱｲｿｶﾙ JellyHC 2 ｱｲｿｶルｼﾞｭﾘｰ PcE 1 ｱｲｿｶﾙｼﾞｭﾘｰ Arg 1 ﾌﾟﾛﾃｲﾝﾊﾟｳﾀﾞｰ+Zn 1 




表 15 栄養補助食品の使用目的：複数回答：（47施設） 
栄養補助食品の使用目的 施設数（％） 
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表 16 栄養ケアマネジメント（栄養管理計画書作成率）実施状況         （51 施設） 
作成率（％） 100 90 80 70 60 50 40 30 20 10 0 
施設数(a) 44 1 1 0 0 1 0 1 0 1 2 
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